
三島市

平成 27 年度から学校支援地域本部として活動を開始、令和２年度からは、地域と学校とが連携・

協働し、地域全体で子どもを育てるという視点をもった地域学校協働本部へと発展させ、活動を継続

している。元 PTA 会長や PTA 役員、自治会長が推進員として、学校と地域をつなぐ役割を果たし、地

域学校協働活動につなげている。特に、職業講話の講師探しや不審者対応訓練の補助、技能教科の授

業支援、絵本の読み聞かせなど、幅の広い活動を展開することで、子どもの豊かな学びを支えている。

活動内容等

ふ り が な

団 体 名 さのっ子応援隊（三島市立佐野小学校地域学校協働本部）
こ おうえんたい みしま しりつ さ の しょうがっこうちいきがっこうきょうどうほ んぶ

(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた基盤として、地域と学校が連携・

協働し、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていくため、「地域学

校協働本部事業」を実施する。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体…学校運営協議会、自治会、PTA、おやじの会
・地域学校協働本部実行委員会を年５回開催

・地域学校協働活動には、地域住民が多数参加し、子どもとともに活動を行っ

ている。

・平成 27年度から活動を開始して、今年度で９年目になる。

（3）活動内容及

び成果

【活動内容】

・職業講話（６年生対象）の講師依頼をしたり、協働本部実行委員が自ら講師

になって講話を行ったりしている。

・技能教科の学習支援員の募集時、緩やかなネットワークを駆使して広く声掛

けをしている。

・不審者対応訓練において、小規模校のため教職員が少なく、被訓練者として

教職員が参加できるように、また、臨機応変に対応する力を教職員が身に付

けられるように、不審者役を協働本部実行委員に依頼、実施している。

・読み聞かせボランティアを募り、朝読書の時間に読み聞かせを行っている。

【成果】

・総合的な学習の時間（キャリア教育）が充実し、子どもの学びがより良いも

のになっている。（職業講話、職場体験）

・技能教科において、丁寧な見取りと支援ができている。

(4) その他

特記事項


